
市政日誌

1984

横
浜
市
関
係

１
―
首
都
高
速
横
羽
線
、
横
浜
公
園
～
新
山
下

間
一
・
八
キ
ロ
開
通

２
―
横
浜
市
大
商
学
部
、
初
実
施
の
海
外
帰
国

子
女
入
試
合
格
者
六
人
発
表

３
―
「
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
・
ヨ
コ
ハ
マ
'
8
4
」

　
（
横
浜
地
場
産
業
展
協
議
会
等
主
催
）
、
産
貿

ホ
ー
ル
で
開
催
（
～
６
）

５
―
中
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
浮
浪
者
襲
撃
事

件
の
追
悼
集
会
、
山
下
公
園
で
。
▽
高
校
教
師

七
年
間
の
観
察
を
も
と
に
「
会
下
谷
の
雑
木
林

の
生
物
相
」
ま
と
め
る

６
―
市
、
五
十
八
年
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
受

賞
者
発
表
。
一
五
種
目
一
二
二
人

８
―
氷
点
下
四
・
八
度
と
今
冬
最
低
気
温
と
な

り
、
水
道
管
破
裂
件
数
三
、
〇
九
○
件
を
記
録

1
0
―
横
浜
経
済
懇
談
会
に
出
席
し
た
経
団
連
会

長
ら
、
M
M
2
1
用
地
な
ど
視
察

1
3
―
市
長
、
総
額
一
兆
五
、
九
二
四
億
一
、
七

〇
二
万
円
の
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。

前
年
当
初
比
四
・
七
％
増
。
一
般
会
計
七
、
一

〇
三
億
一
、
七
二
〇
万
円
。
前
年
当
初
比
四
・

一
％
増

1
4
―
M
M
2
1
埋
立
事
業
の
本
格
的
工
事
着
工
を

記
念
す
る
「
礎
石
沈
定
式
」
、
旧
三
菱
重
工
業

一
号
ド
ッ
ク
周
辺
で
実
施
。
▽
横
浜
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
の
橋
脚
基
礎
柱
据
え
付
け
工
事
開
始

1
6
―
横
浜
新
都
市
交
通
が
昨
年
一
月
に
申
請
し

て
い
た
「
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
敷

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
防
火
管
理
体
制
研
究
委
員
会
報

告
に
よ
る
と
、
避
難
訓
練
実
施
は
一

三
・
八
％
。
２
―
学
術
審
議
会
、
遺

伝
子
組
み
替
え
て
実
験
基
準
。
３
―

県
、
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
発
表

総
額
一
兆
二
、
二
三
二
億
円
。
一
般

会
計
初
の
一
兆
円
台
で
伸
び
率
六
・

五
％
。
８
―
第
一
四
回
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

サ
ラ
エ
ボ
で
開
幕
。
９
―
ア
ン
ド
ロ

ポ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
死
去

（
6
9
）
。
▽
建
設
省
五
十
七
年
度
住
宅

用
地
調
査
に
よ
る
と
。
開
発
面
積
が

戦
後
最
低
。
1
3
―
ソ
連
共
産
党
書
記

長
に
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
政
治
局
員
選
出

1
8
―
厚
生
省
、
水
道
水
の
発
ガ
ン
物

質
規
制
の
暫
定
基
準
作
成
。
▽
消
防

庁
「
五
十
八
年
の
火
災
概
況
」
に
よ

る
と
、
出
火
原
因
一
位
は
放
火
。
2
0

―
藤
沢
市
長
選
、
葉
山
峻
市
長
四
選
。

2
1
―
川
崎
市
、
総
額
五
、
四
四
九
億

円
の
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
発
表

前
年
比
五
・
五
％
増
。
2
2
―
通
産
省

五
十
八
年
平
均
鉱
工
業
生
産
指
数
発

表
。
一
○
四
・
九
で
前
年
比
三
・
六

％
増
、
出
荷
一
〇
三
・
四
で
同
三
・

五
％
増
。
2
5
―
中
国
残
留
日
本
人
孤

児
五
〇
人
が
来
日
（
～
3
／
7
）
。
2
7

―
山
口
市
で
、
自
衛
官
が
小
銃
乱
射
、

四
人
死
傷
。
▽
冒
険
家
の
植
村
直
己

氏
（
4
3
）
、
ア
ラ
ス
カ
・
マ
ッ
キ
ン

1984

横
浜
市
関
係

設
特
許
」
に
つ
い
て
、
運
輸
審
議
会
が
「
適
当
」

と
答
申
。
▽
県
都
計
審
、
緑
区
寺
山
町
の
「
四

季
の
森
公
園
」
な
ど
都
市
計
画
決
定

1
7
―
横
浜
で
今
冬
最
高
の
二
五
c
m
の
積
雪

2
1
―
郵
政
省
、
緑
区
も
エ
リ
ア
と
す
る
「
東
急

有
線
テ
レ
ビ
」
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
設
置
許
可

2
4
―
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
を
審
議
す
る
市

会
二
月
定
例
会
開
会
（
～
3
／
2
9
）
。
▽
「
ホ
テ

ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
友
の
会
設
立
総
会
。

会
長
に
横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
選
出

１
―
市
長
、
市
営
地
下
鉄
一
号
線
・
上
永
谷
～

舞
岡
間
、
同
三
号
線
・
横
浜
～
新
横
浜
間
を
六

十
年
四
月
五
日
営
業
開
始
と
発
表

２
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ア
セ
ス
準
備

書
縦
覧
（
～
3
1
）

４
―
市
の
南
部
方
面
斎
場
建
設
計
画
に
対
し
、

金
沢
区
関
ケ
谷
自
治
会
、
建
設
反
対
決
議

８
―
保
土
ヶ
谷
区
内
の
工
場
、
事
業
所
で
組
織

す
る
工
場
事
業
所
防
犯
連
絡
協
議
会
、
保
土
ケ

谷
署
で
発
会
式

1
4
―
市
、
四
月
か
ら
運
行
す
る
二
階
建
て
バ
ス

の
愛
称
、
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」
に
決
定
、
応
募

総
数
一
五
、
〇
二
四
通
か
ら
選
出

1
6
―
市
、
国
鉄
戸
塚
駅
東
口
再
開
発
ビ
ル
の
核

テ
ナ
ン
ト
を
「
丸
井
」
に
決
定

1
7
―
保
土
ヶ
谷
区
内
の
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
、
入
所
者
が
同
室
者
を
殴
り
殺
す

自
治
体
・
国
・
社
会

リ
ー
で
生
存
絶
望
。
2
8
―
「
津
、
子

ど
も
会
裁
判
」
の
控
訴
審
で
名
古
屋

高
裁
、
被
告
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
逆

転
無
罪
判
決
。
▽
自
民
党
、
「
少
年

の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
図
書
類

販
売
等
規
制
法
案
」
（
仮
称
）
発
表
。

2
9
―
警
察
庁
、
五
十
八
年
中
に
全
国

の
中
・
高
校
で
発
生
し
た
校
内
暴
力

事
件
二
、
一
二
五
件
と
過
去
最
高
と

発
表
。
▽
大
沢
商
会
倒
産
、
負
償
総

額
一
、
一
〇
〇
億
円
と
戦
後
三
番
目

１
―
大
阪
で
現
職
警
部
補
が
銀
行
強

盗
。
２
―
全
国
市
長
会
の
「
都
市
人

口
概
況
」
に
よ
る
と
、
都
市
に
全
人

口
の
七
七
％
。
５
―
文
部
省
、
中
野

区
の
教
育
委
員
準
公
選
制
の
廃
止
を

勧
告
。
８
―
宮
沢
喜
一
元
宣
房
長
官

襲
わ
る
。
1
0
―
大
阪
空
港
公
害
訴
訟

提
訴
以
来
一
四
年
ぶ
り
に
和
解
。
賠

償
額
一
三
億
円
。
1
2
―
死
刑
確
定
囚

の
再
審
「
財
田
川
事
件
」
で
高
松
高

裁
、
谷
口
繁
義
氏
に
無
罪
判
決
。
三

四
年
ぶ
り
自
由
の
身
に
。
1
5
―
総
理

府
。
五
十
八
年
家
計
調
査
発
表
。
世

帯
主
収
入
実
質
一
・
二
％
増
。
非
消

費
支
出
が
家
計
に
占
め
る
割
合
は
一

五
・
一
％
。
1
8
―
総
理
府
、
「
婦
人

の
就
業
に
関
す
る
世
論
調
査
「
発
表

有
職
者
五
九
％
。
「
現
在
の
女
性
は

働
き
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
は
思
わ
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2
3
―
中
区
本
牧
の
米
軍
横
浜
海
浜
住
宅
跡
地
の

元
住
民
、
国
を
相
手
取
り
「
借
地
権
の
存
続
確

認
」
を
求
め
て
撰
浜
地
裁
に
提
訴

2
4
―
中
区
常
盤
町
の
東
京
電
力
関
内
変
電
所
わ

き
に
「
神
奈
川
電
気
発
祥
の
地
」
記
念
碑
を
建

設
、
除
幕
式
。
▽
中
区
日
本
大
通
で
五
十
年
三

月
か
ら
実
施
し
て
い
た
昼
休
み
時
間
帯
の
歩
行

者
天
国
（
月
曜
～
土
曜
）
、
週
休
二
日
制
普
及

で
土
曜
日
の
み
取
り
や
め

2
7
―
市
会
接
収
解
除
促
進
実
行
委
員
会
代
表
と

市
会
議
長
、
防
衛
庁
長
官
に
、
横
浜
冷
蔵
倉
庫

の
早
期
返
還
要
請
。
▽
市
会
第
二
常
任
委
員
会

　
「
南
部
方
面
斎
場
」
を
付
帯
意
見
つ
き
可
決

2
8
ー
横
浜
市
社
会
福
祉
審
議
会
、
「
身
体
障
害

者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
「
高
齢
者
の
生
き
が
い

や
健
康
を
高
め
る
具
体
的
施
策
」
に
つ
い
て
、

市
長
に
答
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
9
―
市
会
本
会
議
、
予
算
案
な
ど
原
案
通
り
可

決
し
閉
会

3
0
―
市
内
一
二
の
地
域
工
業
会
の
上
部
組
織
、

横
浜
市
工
業
会
連
合
会
設
立
総
会

１
―
二
階
建
て
バ
ス
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」
発
車
。

関
内
～
港
の
見
え
る
丘
公
園
、
大
人
二
〇
〇
円

２
―
市
都
市
計
画
審
議
会
、
都
筑
自
然
公
園
を

了
承
。
計
画
総
面
積
一
〇
〇
h
a

４
―
ポ
ー
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
観
光
振
興
協
会
設
立

総
会
。
横
浜
み
な
と
観
光
協
会
等
が
合
併

７
―
相
模
鉄
道
、
い
ず
み
野
線
一
駅
区
間
延
伸

発
表
。
二
・
二
k
m
、
六
十
一
年
六
月
着
工
予
定

な
い
」
四
〇
％
。
2
2
―
「
文
化
と
教
育

に
関
す
る
懇
談
会
」
、
首
相
に
提
言

2
3
―
県
会
、
県
庁
舎
な
ど
へ
の
日
の

丸
掲
揚
決
議
を
可
決
。
2
4
―
総
理
府

五
十
八
年
十
月
一
日
現
在
推
計
人
口

発
表
。
総
人
口
一
億
一
、
九
四
八
万

人
、
〇
・
六
七
％
増
。
六
五
歳
以
上

一
、
一
六
七
万
、
総
人
口
の
九
・
八
％

▽
厚
生
省
、
五
十
七
年
生
活
実
態
調

査
結
果
発
表
。
一
世
帯
所
得
四
四
四

万
四
千
円
、
三
・
四
％
増
。
平
均
所

得
を
下
回
る
世
帯
約
六
〇
％
。
妻
が

働
い
て
い
る
世
帯
三
四
・
三
％
。
2
6

―
婦
人
少
年
問
題
審
議
会
、
「
雇
用

に
お
け
る
男
女
平
等
を
確
保
す
る
た

め
の
方
策
」
に
つ
い
て
労
相
に
建
議

2
7
―
最
高
裁
、
郵
便
局
員
の
時
間
外

労
働
義
務
に
つ
い
て
、
労
組
と
の
合

意
が
あ
れ
ば
超
勤
拒
否
処
分
正
当
と

の
判
断
。
▽
政
府
、
「
臨
時
教
育
審

議
会
」
設
置
法
案
、
国
会
へ
提
出
。

2
9
―
川
崎
市
会
本
会
議
、
情
報
公
開

条
例
可
決
。
請
求
者
「
何
人
も
」

１
―
石
本
医
師
会
新
会
長
に
羽
田
春

兎
氏
。
▽
全
国
初
の
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
に
よ
る
国
鉄
ロ
ー
カ
ル
線
。
三

陸
鉄
道
開
業
、
一
○
七
、
五
k
m
。
２

―
警
察
庁
、
五
十
八
年
自
殺
統
計
発

表
。
二
万
五
、
二
〇
二
人
で
戦
後
最

高
。
３
―
国
土
庁
、
一
月
一
日
現
在

の
地
価
公
示
。
全
用
途
地
の
全
国
平

均
上
昇
率
三
・
〇
％
、
前
年
よ
り
平

　
９
―
市
行
政
区
審
議
会
が
分
区
素
案
を
発
表
。

　
戸
塚
区
を
三
分
割

　
1
0
―
港
北
区
大
曽
根
に
精
神
障
害
者
の
作
業
所

　
　
「
ひ
か
り
作
業
所
」
開
所
式
。
市
内
四
ヵ
所
目

　
1
1
―
山
田
智
三
郎
市
文
化
顧
問
死
去
（
7
5
）

　
1
2
―
市
「
女
性
の
労
働
と
生
活
調
査
」
に
よ
る

　
と
、
就
労
意
向
六
六
・
七
％
。
▽
衛
生
局
「
衛

　
生
害
虫
等
の
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
五
十
八

　
年
度
苦
情
相
談
件
数
で
、
ダ
ニ
が
ネ
ズ
ミ
を
抜

　
い
て
一
位
に

　
1
3
―
市
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
土
地
信
託
方

　
式
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
の
企
画
募
集

　
1
6
―
戸
塚
セ
ン
タ
ー
で
、
分
区
素
案
の
地
元
説

　
明
会

　
1
8
―
ミ
ス
横
浜
決
選
大
会
で
五
人
選
出

　
1
9
―
市
公
害
研
究
所
「
ホ
タ
ル
の
生
息
状
況
」

　
調
査
結
果
発
表
。
市
内
五
九
ヵ
所
で
生
息
確
認

　
2
0
―
日
中
友
好
市
会
議
員
連
盟
、
中
国
の
パ
ン

　
ダ
横
浜
誘
致
運
動
開
始
決
定

　
2
3
―
M
M
2
1
計
画
の
推
進
役
と
な
る
第
三
セ
ク

　
タ
ー
会
社
の
社
長
に
高
木
前
国
鉄
総
裁
内
定

　
2
4
―
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
研
究
第
三
グ
ル

　
ー
プ
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ヨ
コ
ハ
マ
マ
ー
チ
ャ

　
ン
ト
」
と
題
す
る
報
告
書
を
市
長
に
提
出

　
2
5
―
小
此
木
通
産
相
、
就
任
後
初
め
て
横
浜
入

　
り
し
、
M
M
2
1
事
業
支
援
表
明

　
2
7
―
「
国
際
会
議
等
構
想
懇
話
会
」
、
国
際
会

　
議
場
は
M
M
2
1
地
区
が
適
切
と
結
論

　
2
8
―
戸
塚
文
化
協
会
、
戸
塚
公
会
堂
で
設
立
総

　
会
、
二
四
部
門
、
三
千
人
の
会
員

均
一
・
七
％
減
。
４
―
選
抜
高
校
野

球
で
東
京
の
岩
倉
高
校
初
優
勝
。
５

―
中
国
ス
ポ
ー
ツ
選
手
団
、
初
め
て

韓
国
訪
問
。
▽
逗
子
市
民
、
住
民
投

票
付
託
条
例
制
定
直
接
請
求
を
市
長

に
提
出
。
６
―
県
教
育
庁
技
幹
、
建

築
確
認
を
め
ぐ
る
収
賄
容
疑
で
逮
捕

７
―
石
橋
社
会
党
委
員
長
訪
米
。
1
0

―
五
十
九
年
度
予
算
成
立
。
1
1
―
自

民
党
副
総
裁
に
二
階
堂
進
氏
。
▽
永

野
日
商
会
頭
辞
意
表
明
。
▽
南
極
観

測
船
「
ふ
じ
」
一
八
年
間
活
躍
し
引

退
。
1
6
―
東
京
湾
横
断
道
路
建
設
計

画
に
つ
い
て
｀
建
設
相
、
県
知
事

、

川
崎
市
長
会
談
。
1
9
―
東
京
・
銀
座

の
宝
石
店
か
ら
、
一
億
七
百
万
円
相

当
の
金
強
奪
さ
る
。
2
0
―
国
鉄
、
旅

客
平
均
八
・
二
％
値
上
げ
。
初
の
地

域
格
差
制
度
導
入
。
2
1
―
国
税
庁
、

五
十
八
年
版
「
お
酒
白
書
」
発
表
。

総
量
は
史
上
最
高
の
七
四
七
万
k
l
、

三
・
八
％
増
。
成
人
一
人
当
た
り
八

九
・
一
l
、
一
位
ビ
ー
ル
、
二
位
清

酒
、
三
位
し
ょ
う
ち
ゅ
う
。
ウ
イ
ス

キ
ー
を
一
〇
年
ぶ
り
に
抜
き
三
位
。

2
5
―
金
属
バ
ッ
ト
両
親
殺
害
の
被
告

に
対
し
横
浜
地
裁
川
崎
支
部
、
懲
役

一
八
年
の
判
決
。
2
6
―
米
大
統
領
訪

中
（
～
5
／
1
）
。
2
7
―
大
蔵
省
、
五

十
八
年
度
経
常
収
支
二
四
二
億
七
、

七
〇
〇
万
ド
ル
と
史
上
最
高
の
黒
字

と
発
表
。
▽
総
理
府
、
五
十
八
年
消

費
者
物
価
、
前
年
度
比
一
・
九
％
増

資料は「広報よこはま」によったほか。主として神奈川新聞を参考にした。＊印は日付不確定のため新聞発行日。
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